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ぐ1891（明治24）年1月9日、内村鑑三が教育勅語の礼拝を拒否し不敬事件に
120年前のこと。第一高等学校（旧制一高）倫理講堂で、前年10月発布

の教育勅語の礼拝の式が行われた。30歳だった講師の内村鑑三は壇上に
上がったが、「これは天皇を神として礼拝することであって、キリスト教
信者としてはできない」といって最敬礼をしなかった。これを見た同僚職
員・生徒のなかから激しい非難がおこり、各新聞も書きたて、国賊あつか
いされた内村は教職を追われ、東大教授丼上哲次郎との激しい論議がかわされた。

現在も、東京都の卒業式で日の丸・君が代拒否による厳しい処罰、各学校での登壇の際
の壇中央に向かっての礼など、この不敬事件と同じようなことがくりかえされています。

会場では次の本の販
売も行います。高価
ですが、大変見応えの
ある豊かな内容です。
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すが、さらに多くの方々のご協力をお待ちしています。○現在、数名の会員の会場係の申し出がありま
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3時間交替制で｢会場係」にご協力できる方、

事務局へお申し出ください。（各時間3名程度）

27日（木）午後2時より準備

28日（金）午前9時～12時

12時～ 3時

3時～ 6時
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29日（土）午前9時～12時

12時～ 3時

3 膿 ～ 6時

30日（日）午前9 ’

12時～ 3時

3時より片付け
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足の本会瀧餐に蝋巴ん辱打季刀'びつししICしよつ刀叫
○これまで総会時には、高田健・吉原泰助・小森陽一・蓮池透氏の豪華な講演会を
開催してきましたが、今年はどんな企画がよろしいでしょうか。硬～い講演会では
なく、映画会・落語の会・音楽会・何かの展示会等々、ご意見をお寄せください。
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○明けましてあめでとうございます。静

かなお正月でした。会員やご家族の皆

様のご多幸を祈念申し上げます。○『Iさ
きち九条の会」活動へのご理解とご協力
今年もどうぞよろしくお願い致します。

日の朝H冑れて風無し。」石川啄木

○
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○
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元円の朝I冑れて風無し。」<名歌＞「何となく 今年はよい事あるごとし。
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